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ＪＲ西労組第 40回中央委員会

 

 

ＪＲ西労組は２月３日、大阪市内で「第 40 回中央委員会」を開催し、万全の感染症対

策のもと、執行部及び中央委員など総勢約 100 名が参集した。同委員会では２０２２春

季生活闘争方針をはじめ当面する課題の解決に向け議論が交わされ、全組合員が一丸と

なって取り組むことを確認した。 
 

冒頭、主催者を代表し挨拶に立った上村良成中央執行

委員長（ＪＲ連合副会長）は、安全・安定輸送をはじめ日々

の業務に精励する組合員の奮闘に敬意を表するととも

に、コロナ禍にあっても工夫を凝らしＪＲ西労組運動を

けん引する各級機関に対し感謝の意を述べた。その上で

「われわれは雇用と生活を守るために労使で力を合わせ

て難局に立ち向かってきた。愚直に、安全に運行を続けて

きた働きの価値はもっと評価されるべきである。若年層の離職を防ぎ優秀な人材を確保

すべく、今春闘では『人財への投資』『働きの価値に応じた賃金』についてしっかり議論

していきたい」と訴えた。そして「ＪＲ連合の中核単組として、総団結で諸課題の解決・

前進を図り、長く続いたトンネルから抜け出し未来を切り開こう」と呼びかけた。 

ＪＲ連合からは森安祐貴交通政策部長が出席し、昨秋の衆議院議員選挙の取り組みに

謝意を伝えるとともに、「ＪＲ連合発足から 30 年を迎える今年、ＪＲ産業は大きな転換

点に立っている。次の 30 年を見据え、中長期的な視点からＪＲ産業の持続的な成長を

図り、組合員と家族の幸せを実現するため一致団結して取り組もう」と協力を求めた。 
  

議事では、執行部から「基準昇給の完全実施」「ベースアップ 1,000 円」「年間臨給 4.0

ヵ月」などを要求する２０２２春闘方針をはじめとする活動方針案が提起され、14 人の

中央委員から安全確立に向けた取り組み、春闘方針、業務体制見直しへの対応、組織課

題、政策・政治課題等について

発言があった。 

その後、執行部答弁及び羽野

敦之書記長の総括答弁を経て全

ての議案が満場一致で採択さ

れ、上村中央執行委員長の団結

ガンバローで締めくくった。 


